
▽
公
開
期
間
　
10
月
25
日

（土）
〜
11
月

　
３
日

（月）

▽
公
開
対
象
文
化
財

　●

前
田
耕
地
遺
跡

　●

瀬
戸
岡
古
墳
群

　●

西
秋
留
石
器
時
代
住
居
跡

　●

小
机
家
住
宅
一
棟

※
公
開
日
時
…
10
月
25
日

（土）
〜
27
日

　
（月）
、
10
月
31
日

（金）
〜
11
月
３
日

（月）

　
午
前
11
時
〜
午
後
５
時
30
分

　●

軍
道
紙（
ふ
る
さ
と
工
房
五
日
市
）

※
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
は
休
館

　
日
も
開
館
。
体
験
に
つ
い
て
は
事

　
前
に
ふ
る
さ
と
工
房
五
日
市
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
☎
５

　
９
６
・
６
０
０
０
）
。

　●

地
蔵
院
の
カ
ゴ
ノ
キ

　●

南
沢
鳥
ノ
巣
石
灰
岩
産
地

　●

戸
倉
城
跡

　●

大
悲
願
寺
本
堂

　●

光
厳
寺
木
造
釈
迦
如
来
坐
像
、
光

　
厳
寺
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

　●

広
徳
寺
境
域
、
タ
ラ
ヨ
ウ
、
カ
ヤ

　●

二
宮
神
社
並
び
に
城
跡

　●

真
照
寺
薬
師
堂

　●

五
日
市
憲
法
草
案
（
中
央
図
書

　
館
）

※
金
曜
日
は
休
館

　●

深
沢
家
屋
敷
跡

▽
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
４

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
無
料
配
布
場
所

　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
（
市
役
所

　
２
階
）
、
五
日
市
郷
土
館
、
二
宮

　
考
古
館
、
中
央
公
民
館
、
市
内
各

　
図
書
館
、
五
日
市
出
張
所

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　
文
化
財
係

▽
日
時
　
11
月
１
日

（土）
　
午
前
10
時

　
〜
11
時
、
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

　
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
２
日

（日）

▽
場
所
　
旧
市
倉
家
住
宅
（
五
日
市

　
郷
土
館
敷
地
内
）

▽
内
容
　
旧
市
倉
家
住
宅
で
は
、
平

　
成
27
年
２
月
ま
で
の
予
定
で
か
や

　
ぶ
き
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
を
実

　
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
葺
き
替
え

　
の
様
子
を
外
か
ら
見
学
し
ま
す
。

▽
定
員
　
各
30
人
（
申
込
み
順
）

▽
費
用
　
無
料

▽
そ
の
他
　
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な

　
い
た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

　
用
く
だ
さ
い
（
武
蔵
五
日
市
駅
か

　
ら
徒
歩
15
分
）
。

▽
申
込
み
方
法
　
10
月
16
日

（木）
か
ら

　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
五
日
市
郷
土

　
館
（
☎
５
９
６
・
４
０
６
９
、
火

　
曜
・
水
曜
日
、
祝
日
は
休
館
）

　
市
民
解
説
員
が
案
内
し
て
市
内
を

徒
歩
で
巡
り
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
13
日

（木）
　
午
前
９
時

　
〜
正
午
（
予
定
）

※
雨
天
の
場
合
は
17
日

（月）

▽
集
合
場
所
・
時
間
　
武
蔵
五
日
市

　
駅
、
午
前
９
時
（
時
間
厳
守
）

▽
コ
ー
ス
　
武
蔵
五
日
市
駅
↓
三
内

　
川
左
岸
崖
の
降
下
テ
フ
ラ
露
頭
↓

　
ま
い
ま
い
坂
↓
諏
訪
神
社
↓
福
寿

　
院
↓
グ
ミ
ノ
木
峠
口
↓
小
机
邸
↓

　
武
蔵
五
日
市
駅
（
解
散
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
10
人
（
抽
選
）

▽
持
ち
物
な
ど
　
飲
み
物
、
雨
具
、

　
筆
記
用
具
、
歩
き
や
す
い
服
装
・

　
靴

▽
申
込
み
方
法
　
10
月
27
日

（月）
（
必

　
着
）
ま
で
に
、
は
が
き
に
郵
便
番

　
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

　
番
号
を
記
入
し
、
送
付
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
申
込
者
１
人

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
（
〒
１
９
７
―
０
８
１
４
　
二
宮

　
６
８
３
、☎
５
５
９
・
１
２
２
１
）

▽
日
時
　
11
月
10
日
・
17
日
の
月
曜

　
日
（
全
２
回
）
　
午
後
１
時
〜
２

　
時
30
分

▽
場
所
　
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
１
階

　
集
会
室

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
で
40
歳

　
以
上
の
方

▽
定
員
　
20
人
（
抽
選
）

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
10
月
25
日

（土）
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
問
合
せ

☎
５
５
８
・
３
３
４
４

旧市倉家住宅かやぶき屋根の
葺き替え工事説明会

10月の休館日
○中央図書館　毎週金曜日と
　21日㈫
○東部図書館エル、五日市図
　書館、中央図書館増戸分室
　毎週月曜日
ティーンズ福袋
○期間　10月22日㈬～11月4
　日㈫（なくなり次第終了）
○場所など　市内の各図書館
　● 中央図書館…30セット
　● 東部図書館エル…20セット
　● 五日市図書館…20セット
　● 増戸分室…５セット
○内容　図書館職員がお薦め
　する本が３冊入っています。
　コメントを参考に選んでみ
　てください。読み終えたら
　図書館に返却してください。
中央図書館（☎558－1108）
ボランティア（おはなしタ・
ン・ト）によるおはなし会
○日時　10月22日㈬　午後３
　時～３時30分
おはなし会
○日時　10月26日㈰　午前11
　時～11時30分
わらべうたのじかん
○日時　10月27日㈪　午前11
　時～11時20分
○対象　０歳から３歳までの
　子どもとその保護者
原画展
　市内在住の謡口早苗さんが

描いた「鷺と雪」（北村薫著、
第１４１回直木賞受賞作）の
挿し絵などの原画展
○期間　10月22日㈬～11月３
　日㈪
特別展「五日市憲法草案と地
域の学習運動」
○日時　10月25日㈯～11月３
　日㈪　午前10時～午後５時
東部図書館エル（☎550－5959）
「図書館の本が泣いていま
す！」（展示）

○期間　10月18日㈯～11月２
　日㈰
○内容　汚されたり、切り取
　られたりして返却された本
　の展示
ひよこのおはなし会
○日時　10月23日㈭　午前11
　時～11時20分
○対象　１歳から３歳までの
　子どもとその保護者
ボランティア（絵本とおはな
しの会）によるおはなし会
○日時　10月26日㈰　午前11
　時～11時30分
雑誌のリサイクル市
○日時　10月26日㈰　午前10
　時～午後３時（本がなくな
　り次第終了）
○内容　図書館で使わなくな
　った雑誌を再活用するため
　無料で配布します。
○持ち物　本を入れる袋
秋のおはなし会
○日時　10月29日㈬　午後３
　時30分～４時
五日市図書館（☎595－0236）
わらべうたのじかん
○日時　10月22日㈬　午前10
　時30分～11時
○対象　０歳から３歳までの
　子どもとその保護者
本のリサイクル市ボランティ
ア募集
○日時　11月７日㈮・８日㈯
　・９日㈰　午前９時45分～
　午後４時（７日は午後１時
　から）
※１日でも可
○内容　リサイクル市の準備、
　片付けと開催当日の運営の
　補助ほか
○募集人員　15人程度（受付
　順）
○申込み方法　10月24日㈮ま
　でに電話か直接申し込んで
　ください。

　この季節、実りの秋を感じている人
も大勢います。山で暮らす動物たちは、
この実りの秋が死活問題になります。
これから迎える厳しい冬を乗り切るた
めにたくさん食べて体に脂肪を蓄える
動物たちや、冬に備えてドングリなど
を忙しく集めて、いろいろなところに
隠す動物もいます。これらの生き物た
ちが、この秋も実りの秋を満喫できる
とよいのですが、今年の山の様子では、
厳しいものがあります。
　昨年は、ブナやドングリが全国的に
大豊作で、山で暮らす生き物は「恵み
の秋」に助けられたのですが、その反
動で、今年の実のなりは全国的に悪い
といわれています。
　今年の２月には林野庁が早々に、今
年の秋にツキノワグマの人里への出没
警戒を出しました。実際にあきる野で
も、コナラ・ミズナラの枝先に十分な
ドングリは確認できません。
　豊凶差の少ないといわれるクリも、
９月の調査で、奥山では約20葉に１個
のクリが確認できました。一見豊作に
感じますが、栽培種では約９葉に１個
のクリとなっています。山のクリは、
畑地のクリに比べて半分以下のなりと
いえます。
　このことからも、今年は、ツキノワ
グマが山で得る　がとても少ないこと
になります。２０１２年に母子３頭の

ツキノワ
グマが人
里に出没
した状況
に似てい
るといえ
ます。

　ツキノワグマが人里に出没する大き
な要因は二つあります。その一つは、
山で十分な　が得られないこと。この
ことで、ツキノワグマは、　を求めて
広範囲に移動し、普段なら近づかない
人里周辺に来たりします。もう一つの
要因は、人里に　があり、クマを呼び
寄せることです。この二つの要因が重
なると、ツキノワグマはすぐに人家の
庭先に現れます。特に、クリ、カキ、
キウイフルーツなどの未収穫の果物が
人家近くにあると、とても危険です。
また、屋外の生ごみなども狙われます。
そして、人里で安易に　を得ることを
覚えたクマは、なかなか山に帰りません。
この結果、不幸な事故につながるケー
スが全国的に発生しています。自然豊
かなあきる野市で暮らすとき、頭の片
隅で野生動物のことを考えて生活して
いただけると、野生動物とのすみ分け
や共存で自然豊かなあきる野市の「生
物多様性」を維持して行けると考え
ます。
　　　　　　　　　　　　　 （杉野）

さぎ


